
令和６年度 食を通じた国際文化交流事業業務委託にかかる 

公募型プロポーザル方式による選定結果について 

 

 企画提案書の提出を受け付けた３社について、学識経験者等の意見を聴取する有識者会議によ

る審査を行い、同会議の評価結果をもとに、次のとおり受託予定事業者を選定しました。 

 

１ 案件名称 

  令和６年度 食を通じた国際文化交流事業業務委託 

  契約期間 契約締結日から令和７年３月 31 日まで 

 

２ 選定した受託予定事業者 

  株式会社 ＲＥＴＯＷＮ 

 

３ 公募期間 

  令和６年４月 23 日から令和６年５月 27 日まで 

 

４ 有識者会議による審査の結果 

（1） 有識者会議名簿（敬称略）（五十音順） 

氏名 所属・役職 

服部 繫一 桃山学院大学 ビジネスデザイン学部 准教授 中小企業診断士 

松村 嘉久 阪南大学 国際学部長 教授 

山野上 隆史 公益財団法人 とよなか国際交流協会 常務理事・事務局長 

 

（2） 有識者会議の開催日 

 第１回 令和６年４月 17 日から令和６年４月 22 日（書面開催） 

第２回 令和６年６月５日 

 

（3） 審査基準 

評価項目 審査内容 配点 

事業計画 

・方針 

・本事業の目的を十分に理解し、その実現に資する方針や創意工

夫等が盛り込まれているか。 

・具体的かつ実現性の高いスケジュールとなっているか。 

20 点 

企画内容 ・生野区の地域特性を把握し、それが反映された内容となってい

るか。 

・現実性が高いものとなっているか。 

・本事業目的を達成できるようなイベントや広報活動が企画され

ているか。 

・具体的な成果に結びつくような提案となっているか。 

40 点 



実施体制 ・事業実施するために必要かつ十分な人員配置となっているか。 

・事業目的を達成するための必要な専門性（企画力、営業力、発信

力など）を有する人材を確保し、効果的・効率的に実施できる体

制となっているか。 

20 点 

実績 ・同種の業務実施に関する豊富な実績を有しているか。 

・同種の業務実施の結果を踏まえ提案されているか。 

・広報事業において豊富な実績を有しているか。 

10 点 

経費 ・事業経費見積額は、提案内容に対して適当な金額であるか。 10 点 

合計（委員１名あたり） 100 点 

ア 審査にあたっては、外部有識者で構成される有識者会議で、上記の審査基準に基づき、

書類審査及びプレゼンテーション審査を実施し、全委員の平均評価点により、最優秀提

案事業者を選定します。 

なお、その評価点数が全委員の平均で 60 点に満たない場合は、選定対象とはしません。 

イ 全委員の合計点が最も高い提案者が２名以上（同点）の場合 

 ・「企画内容」項目合計の得点が高い者を受注予定者とする。 

 ・「企画内容」項目合計の得点が同じ場合は、「事業計画・方針」項目合計の得点が高い者

を受注予定者とする。 

 ・「事業計画・方針」項目合計の得点も同じ場合は、「実施体制」項目合計の得点が高い者

を受注予定者とする。 

 ・「実施体制」項目合計の得点も同じ場合は、見積価格が低い者を受注予定者とする。 

ウ 合計点が最も高い提案者の評価が一委員でも 100 点満点中 60 点未満もしくは１項目で

も０点がある場合は、受注予定者として選定しない場合がある。 

 

（4） 審査を行った事業者（五十音順） 

 株式会社 ジェイコムウエスト 

 株式会社 ＲＥＴＯＷＮ 

 株式会社 リベラーラ     計３社 

 

 

 

 

（5） 審査結果（有識者委員の評価の平均）（平均点の高い順）（小数点第１位四捨五入） 

評価 

項目 

審査内容 事業者 

A 

事業者 

B 

事業者 

C 

事業 

計画 

・ 

方針 

・本事業の目的を十分に理解し、その実現に資する方針や

創意工夫等が盛り込まれているか。 

・具体的かつ実現性の高いスケジュールとなっている

か。 

17.0

点 

15.3

点 

14.0

点 



企画 

内容 

・生野区の地域特性を把握し、それが反映された内容とな

っているか。 

・現実性が高いものとなっているか。 

・本事業目的を達成できるようなイベントや広報活動が企

画されているか。 

・具体的な成果に結びつくような提案となっているか。 

34.3

点 

26.7

点 

22.7

点 

実施 

体制 

・事業実施するために必要かつ十分な人員配置となってい

るか。 

・事業目的を達成するための必要な専門性（企画力、営業

力、発信力など）を有する人材を確保し、効果的・効率

的に実施できる体制となっているか。 

17.3

点 

14.7

点 

9.3 

点 

実績 ・同種の業務実施に関する豊富な実績を有しているか。 

・同種の業務実施の結果を踏まえ提案されているか。 

・広報事業において豊富な実績を有しているか。 

10.0

点 

8.0 

点 

5.0 

点 

経費 ・事業経費見積額は、提案内容に対して適当な金額であ

るか。 

7.0 

点 

6.0 

点 

6.3 

点 

平均（各委員の合計点から平均値を算出） 

※上記項目ごとの平均点の合計とは異なる場合がある。 

85.7

点 

70.7 

点 

57.3 

点 

 

（6） 附帯意見 

・本事業は、万博の理念に基づく多文化共生への理解、国際交流などの促進を目的とし

対象国を指定して実施することから、広報をはじめ、出店する飲食店等の種別等、対

象国を十分に意識したものとすること。 

・対象国関係者等による講演やセミナーについては、対象国への理解、万博の機運醸成

に繋がるようなプログラムとすること。 

・既存のプログラムを活用する提案内容となっているため、既存事業と本事業の区分を

明確化し、事業報告を作成すること。 

・上記３点の履行を含め、事業実施にあたっては発注者と緊密に連携し、調整を図るこ

と。 


